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（６） 
法は幕藩時代の慣行先規を基本的に踏襲した
た
め
、
従
来
の
漁
業
の
あ
り
方
も
継
承
さ
れ
た
。
し
かしその後鰹漁業では漁船の大型化による漁
場
の
拡
大
や
船
数
の
増
加
に
よ
っ
て
生
産
の
拡
大
が
可能であったのに対し、大敷網のような定置
網
で
は
大
型
化
や
改
良
に
よ
る
生
産
の
拡
大
は
ゑ
ら
れ
た
し
の
の
、
制
約
さ
れ
た
漁
場
の
た
め
成
長
に
は
限
界
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
大
敷
網
の
経
営
に
は
従
来
の
共
同
経
営
者
達
に
よ
る
村
張
り
経
営
と
呼
ば
れ
る
共
同
経
営
の
方
式
が
登
場
し
た
。
（７） 
高
知
県
の
場
合
、
東
洋
町
野
根
地
区
に
あ
る
四
つ
の
漁
場
は
い
ず
れ
も
昭
和
二
十
六
年
か
ら
、
野
根
共
同大敷組合（伏越漁場・水尻一号）野根大敷
組
合
（
淀
ヶ
磯
）
新
生
大
政
組
合
（
水
尻
二
号
）
が
漁
協
か
ら
漁
業
権
を
借
り
て
経
営
し
た
が
、
組
合
は
いずれも野根地区居住の成人男子による一世
帯一株宛の出資者によって構成されている。
室
戸
市
佐
喜
浜
地
区
に
あ
る
三
つ
の
漁
場
（
源
太
碆・黒碆・立岩碆）はそれぞれ昭和九年・六
年。七年から佐喜浜大敷組合が経営するが、
組合は一世帯一株宛の出資で構成され、五年
ご
と
に
更
新
さ
れ
る
。
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1８ 
後
に
三
分
ノ
ー
外
が適用される。
室戸市椎名地区では大正十三年から漁業権を椎名漁業組合から椎名鯛大敷組合が無彼で借り受け経営を開始し
た・鯛大敷組合は椎名地区に居住する漁業組合員全戸に一株宛が与えられ、株主権の相続譲渡売買等は椎名漁業組
合員間に限って認められた。漁業組合と大敷組合との漁業権貸借期間は五年で、契約更改時に大数組合も解散さ
れ、また新たに漁業組合員全戸に対し一株を与えて組合内部の持株の均等化につとめている。室戸市一一一津地区では
昭和五年から一一一津大敷組合が漁業組合より漁業権を借りて経営を始めた。大敷組合は漁業組合員全戸に一株が与え
られ、分家起立に際しては第一分家は新世帯独立後五年経過後に一株が、第二分家は五年で半株十年で一株が与え
られた。また一度地区外に転出した組合員の転入に際しては漁業組合加入後十年の経過が必要とされる。室戸市高
岡地区では昭和十三年から漁業組合より漁業権を借りて高岡大敷組合が経営にあたったが、組合は漁業組合員に一
株を与え、分家した次男には一一一年経過後に一一一分ノ一株、九年経過後に一株が与えられ、分家した一一一男には四年経過
後に一一一分ノー株、十二年経過後に一株が与えられ、一度転出した組合員の転入に際しては分家した次男と同じ基準
中土佐町上ノ加江地区では上ノ加江大敷組合が明治三十年に漁業組合から漁業権を借り受けて経営にあたった。
大敷組合員の資格は上ノ加江浦分に居住して一戸を構え、従来から卿立網漁業を営む漁業者で成人に達したものに
一株が与えられた。また一株組合員から分家を起立したものに十分の七株が、従来鯛立網漁に参加した半漁半商の
ものに十分の五株が与えられたが、その後次第に株数が増加したため株数は百四十九株二分に固定された。中土佐
町矢井賀地区では明治三十二年から矢井賀大敷組合が漁業権を借りて経営にのり出すが、組合は漁業組合員全戸一
株宛の出資で構成された。組合員から分家が起立されたときには、最初の三年間は十分の七株が与えられ、四年経
過後に一株が与えられる。中土佐町久礼地区では昭和一一十七年から久礼鯛大敷組合が経営した。同組合は漁業協同
組合員に対し－世帯一株宛を与え、分家起立の場合は五年経過後に一株を与えた。また組合員の転出に際しては三
年間は資格の存続が認められた。佐賀町伊田地区では昭和三十一年から伊田大敷組合の経営になるが、組合員は伊
田漁業協同組合員とまったく同じ構成員で本地区に三年間居住する世帯主からなり、分家の場合も同等にあつかわ
れる。
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1９ 
土佐清水市以布利地区では昭和十四年から以布利共同大敷組合が漁業組合から漁業権を借りて経営を始めた。組
合員は漁業組合員であって独立後二年を経過することが条件で、この間に地区の事業費を負担し慣行への出役を果
している条件を満せぱ一株が与えられる。分家の際も直ちに一株を与えられるが、他地区からの転入者には本地区
で十年間の漁業者生活と地区への義務の履行が必要とされ、また転出の場合は直ちに資格が停止される。土佐清水
市貝ノ川地区では昭和三十一年から貝ノ川大敷組合が経営するようになったが、大敷組合員と漁業権をもつ漁業協
同組合とは構成員が同一で、その資格は地区内で五年間の漁業実績が必要とされる。土佐清水市窪津地区では昭和
十六年から窪津共同大敷組合が漁業組合から漁業権を借りて経営にあたった。組合員資格は漁業組合員で地区の経
費負担と出役の義務を履行している独立生計の世帯主に一株が与えられ、地区外へ転出した場合は資格を矢ない、
転入者は前記の条件を満せぱ即時に資格を回復する。分家の加入は認められるが相続以外の資格譲渡は認められな
このように高知県の大型鯛定置網漁業の経営は、過半が大敷網組合という任意組合によってなされている。大政
組合はいわゆる村張り経営と呼ばれる村落共同体が経営主体となる組織で、経営に際しての地区住民の優先性を企
図している。一般に組合員の資格は、独立して漁業を営む地元漁業組合員とし、分家起立の場合には一定期間地区
への課役負担の義務を果した後に参加が認められた。ひとたび地区外へ転出した組合員が帰村転入する際にも一定
年限の試用期間が課された。このような大敷組合組織は、制約された漁場に対する戸口増加にともなう就業機会の
飽和回避手段として、国内労働市場がせまかった一九五○年代までは高知県ばかりでなく三重県・福井県など各地
大月町古満目地区では幕藩時代からの網漁業者の集団である古満目水主組合が、明治二十三年に漁業権を得てか
ら外部漁業者へ漁場を賃貸してきたが、昭和九年（古当漁場）および十二年（古満目崎漁場）から水主組合が直接
経営することとなった。組合員は旧来の五十三人（五十三株）の地区在住者に限定され、株の移譲は認められてい
飽和回避手段として、屑
で
ふ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
るが増減はない。
い
◎ だが高知県の大敷組合がいずれも村張り経営だったのではない。本稿でとりあげた野見湾岸の現須崎市双子漁場
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2０ 
や土佐市宇佐地区では、大型定置網の大敷組合は村張り経営ではなく第四節で承たとおり漁業組合員による任意の
出資者で構成され、組合員は世帯主に限定されないので一世帯内で家族間に分散したり、持株数にも幅がある。株
の譲渡は漁業組合間には認められ、分家や転入者等への制約もまったく存在しない。本稿でとりあげた野見湾岸地
域の場合は、高知県に広くふられる村張り経営ではない少数事例のそれであるが、しかし一方では村張り経営成立
の背景比較の検証に適している。すなわちこの地域は、勢井・野見・駿岐・大谷・中ノ島・戸島の生業を異にする
集落が野見湾をとり囲糸、双子一号・二号の大型定置網を共同で経営している。新双子一号・同二号大数組合は、
主として勢井・大谷集落の住民から構成され、野見などその他の集落住民の参加者は少ない。これは前者がこの地
域としては農業の比重が高いのに対して、後者ではカツオ一本釣、イワシ四シ張網をはじめとする各種漁業が営ま
れることとも関係している（表２）。水場が不安定（表１）な定置網の経営には農業を兼業する必要と、他の漁業を
兼業した場合の労働力配分の問題によって、定置網の経営が勢井・大谷集落の住民に集中したものであろう。逆に
その他の農業をもたなかった集落では沖合漁業へ進出し、それだけ定置網への依存度が稀薄になっていった。この
ようにこの地域は生業の異なる小集落が混在したことによって、地域内全住民による排他的共同経営、いわゆる村
張り経営にすすまずに、任意の住民の経営参加による経営形態をとるにいたったと思われる。このことからいわゆ
る村張り経営は、定置網以外にめぼしい漁業が存在しないが農業や林業など陸上産業を兼業する、生業を同じくす
る集落を基礎に成り立っていることを示唆している。
注
（１）平尾道雄『土佐藩漁業経済史』高知市立市民図密館昭和三○年六六’六八頁。
（２）小関豊吉「藩政時代に於ける土佐水産業の一考察」土佐史談第三七号昭和六年一一一一○頁。
（３）拙稿「駿州焼津に鎧ける近世の漁業貢租制度」法政大学教養部紀要第七一号社会科学編平成元年一’一一一一
頁
他
。
（４）山口和雄『近世越中灘浦台網漁業史』アチヅクミューゼァム藥報三一昭和十四年。
岩崎英精『丹後伊根浦漁業史』伊根漁業協同組合昭和三十年。
中野卓「北大呑諸村とその陶網の変遷（一）１（四）」東京教育大学文学部社会科学論集２．５．ｍ・巧昭和三
○二一一二・一一一八・四三年頁数略他。
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２１ 
これまで一九五○年代、経済成長期以前の沿岸漁村の生業形態を高知県の大型定置網漁村についてゑてきた。当
時はいまだ労働市場はせまく交通事情も整わず、地域内労働力の消化は地域内資源の利用にむけられこれを強化し
ていった。住民が高齢化・過疎化した今日とは異なり、当時は豊富な中堅労働力が各種近海漁業に従事するととも
に、山頂に達するまで沿岸の山腹は丹念に耕地化されていたが、労働力の不完全燃焼状態は解消されたとはいえな
かった。こうした中で大型定置網漁村の多くで先住漁民による既得権益擁謹のためにとられたのが村張り経営であ
った。村張り経営はその資本の閉鎖的運用のために前期的遺制と象るむきもあるが、幕藩体制の村総有制の歴史を
経たものであることは看過しえないにしても、第五節で糸たように村張りの出現はそれほど古いものではなく近代
の創造物である。それは村総有制という旧慣への単なる復権に止まらず、ある時代状況下における狭陰な労働市場
に対する経営態様の一つとみることも検討に価しよう。本稿でとりあげた野見湾岸地域の事例は、同時代において
も村張り経営の採否には、その時代性ばかりでなく地域的条件が大きく関与することを考える素材となろう。最後
に一九六○年からの経済成長による労働市場の拡大、モータリゼーションと湾岸地域を縫う道路の開通はこの地域
の就労環境を変え、若年層を中心とする地区外転出・通勤による労働力の流出が始まり、その結果高齢化・過疎化
したこの地域では山腹から農耕地が消滅し、養殖を除けば漁業も峠を越えたことを付記しておく。
河
岡
武
春
『
海
の
民
』
平
凡
社
昭
和
六
二
年
。
（５）二野瓶徳夫『漁業構造の史的展開』お茶の水書房昭和三七年。
（６）羽原又吉「明治維新期を中心とする水産業の変遷過程と漁業法との関係並に其後の推移㈹１口」社会経済史学第八巻
第
二
’
四
号
昭
和
一
三
年
頁
数
略
他
。
（７）高知県獅網漁業同業会『高知県鋼網漁業誌』同会昭和三年および現地調査による。
’一五二頁。
村長利根郎・王城肇「漁業協同組織の研究Ｉ三重県九木浦ｌ」愛知大学法経論築第三○号昭和一一一五年一○一一一
六
結
率函
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